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１．はじめに 

 宇都宮市の中心部を流れる釜川は，狭い用地で流下能力を確保しつつ，

親水性を持たせるため，二層式河川として改修された．つまり，平水時は

上部水路を水が浅く流れて現水性を保ち，出水時には深い下部水路で大流

量を処理するようになっている．これは，改修時は画期的であったが，近

年では特に，上部水路における水質の悪化，悪臭，ゴミの投下など様々な

問題を抱えている．このような問題が叫ばれているにもかかわらず，その

情報は断片的で，客観的なデータが余りにも少ないのが現実である． 

そこで本研究では調査を行うことにより状況の把握に努めることにした． 

２，現地調査調査 

日時は２００３年８月２６日と２００３年１１月１９日の２回行っ

た．調査地点の位置と状況は、それぞれ図‐１と表‐１に示す通りで

ある． 

調査方法として，３時間毎に２４時間サンプルを採取した．サンプ

ル採取の回数は午前９：００から３時間毎に翌日午前９：００ 

までの９回である． 

調査項目としてＤＯ，水温，流速，河幅については現地で直 

接測定した．調査方法については表‐２に示す． 

３，水質分析 

分析項目として，アンモニア性窒素，亜硝酸性窒素，硝酸性

窒素，全窒素，全リン，ＣＯＤを設定した．各項目の分析方法

については，表‐２に示す． 

 分析結果として，河川の水質汚濁に関係するＳＳと，水質分

析の結果おいて，他の項目と比較して全体的に値の大きくなっ

た硝酸性窒素について，時間的変動の様子を図‐２と図‐４に，

全体の様子をとらえ易くするためにコンター図を図‐３と図

‐５に示した． 

 

地点 様子 

① 二層式の始まり 

② 水と植物が接している 

③ 泉町に差し掛かる所 

④ 泉町を抜けた所 

⑤ 親水機能が整っている 

⑥ 二層式の終わり 

項目 調査，分析方法 

流速 浮子による測定 

ＤＯ，水温 センサーで直接測定 

アンモニア性窒素 ネスラー法 

亜硝酸性窒素 シアゾ法 

硝酸性窒素 カドミウム還元法 

全窒素 

 

硫酸カリウム分解後

カドミウム還元法 

全リン 過硫酸塩分解法 

ＳＳ 光度法 

ＣＯＤ 比色法 

図‐１ 調査地点 
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表‐１ 各地点の様子 

表‐２ 調査，分析項目及び方法



 

図に示すように，ＳＳ，硝酸性窒素，共に時間的に一日のうちに変動していることが把握できた． 

ＳＳにおいては図‐２，図‐３より，日中時間がたつにつれ増加し，１５：００付近をピークに，夜間に向け

て減少していき，夜間から日中に向け再び増加していく様子を見ることができる．つまり，日中の方が夜間よ

りにごっていたということが確認できた． 

 図‐３より，地点１から地点６に進むにつれ値が２０以上の領域が広がっていくことが確認できた．特に，

１２：００から１８：００の地点３から地点６に値の大きな領域が存在することが確認できた． 

 硝酸性窒素については，３：００から６：００の間に地点６以外で値が増加するのが見られ，２１：００か

ら０：００の間にはすべての地点において値が減少することが見られた．また，地点１と地点３においては一

日を通して同じ動向を示した．地点５，地点６では全体的に一日を通して小さな値をとっていた． 

 図‐４より，９：００から２１：００の地点１から地点４に値の大きな領域が存在している． 

SS についても硝酸性窒素についても，夜間より日中の方が値の大きい領域が存在している．また，SS は下流

側に特に値の大きな領域が広がっていくのに対して，硝酸性窒素は下流から上流にかけて値の大きな領域が広

がっていっており，相反する結果となった．地点３から地点４の１２：００から１８：００においてはどちら

も大きな値をとっていることから，この２地点が一日を通して特に水質が悪かったということができる． 

現在，第２回の調査で採取したサンプルについての分析を行っているので，他の分析項目も含み当日報告した

い． 
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図‐２ 地点毎のＳＳの時間的変動 

図‐４ 地点毎の硝酸性窒素の時間的変動 
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図‐３ ＳＳのコンター図 

図‐５ 硝酸性窒素のコンター図 
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